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This is Matsu-no-goh, which is famous for 
its grapes. During the latter part of the 
Kamakura Period, it was the site of Kuga 
Castle, the home of the Hojo family. During 
that time, Yasaka Shrine and Ganjojuji 
Temple were constructed. There are also 
burial mounds and ruins that provide a 
glimpse into those bygone days.
   Today, residents gather to enjoy sports at 
the Seinen-no-Mori Athletic Park, and future 
farmers attend classes at the Prefectural 
College of Agriculture. Every year, 
numerous international specialists graduate 
from Josai International University. And the 
Togane Dam area (at Tokigane Lake) is full 
of happy families who come for a bit of 

　
ぶ
ど
う
郷
で
知
ら
れ
る
松
之
郷
。
こ
こ

は
鎌
倉
時
代
後
半
、
北
条
長
時
、
久
時
、

守
時
の
北
条
三
代
が
居
館
し
た
久
我
城
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
こ
ろ
八
坂
神

社
や
願
成
就
寺
な
ど
が
創
建
さ
れ
、
京
都

や
鎌
倉
の
文
化
が
薫
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
公
平
の
歴
史
を
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
家

之
子
古
墳
群
や
道
庭
遺
跡
の
時
代
か
ら
こ

の
地
を
彩
っ
て
き
た
文
化
の
豊
か
さ
が
、

今
の
私
た
ち
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
�

　
現
在
も
公
平
は
、
新
た
な
文
化
の
発
信

地
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
青
年
の
森
運

動
公
園
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
市
民
が
、

県
立
農
業
大
学
校
に
は
明
日
の
農
業
の
担

い
手
が
集
い
ま
す
。
ま
た
、
城
西
国
際
大

学
か
ら
は
、
毎
年
数
多
く
の
国
際
人
が
巣

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東
金
ダ
ム「
と

き
が
ね
湖
」に
は
、
憩
い
を
求
め
て
訪
れ

る
親
子
連
れ
の
笑
顔
。
次
の
時
代
へ
伝
え

る
新
し
い
財
産
が
、
伸
び
や
か
に
育
ま
れ

て
い
る
の
で
す
。
�
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ま
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本
松
寺
�

小
野
派
一
刀
流
の
木
刀
塚
碑（
市
指
定
有
形
文
化
財
）�

道
庭
置
上
堰
に
関
す
る
�

　
貞
亨
四
年
裁
許
書
�

　
　
並
び
に
絵
図
�

　
　
　（
市
指
定
有
形
文
化
財
）�

取
子
塚（
市
指
定
有
形
文
化
財
）�

願
成
就
寺
の
五
輪
塔（
市
指
定
有
形
文
化
財
）�

　
八
坂
神
社
は
、正
応
2
年（
1
2
8
9
）

久
我
城
主
・
北
条
久
時
の
勧
請
と
伝
え

ら
れ
、
明
治
以
前
は
午
頭
天
王
宮
ま
た

は
八
坂
大
神
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
は
天

王
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

祭
神「
須
佐
之
男
命
」が
高
天
原
を
追
わ

れ
た
と
き
、
牛
に
乗
っ
て
出
雲
国（
島

根
県
）へ
逃
げ
た
こ
と
か
ら
、
神
使
は

「
牛
」と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
本
殿（
県
指
定
有
形
文
化
財
）は
、
元

禄
4
年（
1
6
9
1
）に
改
築
さ

れ
、
現
在
は
明
治
時
代
に
造

ら
れ
た
覆
屋
に
よ
っ
て
風
雨

か
ら
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
拝

殿
前
に
あ
る
神
使
・
牛
一
対（
市

指
定
有
形
文
化
財
）の
石
像
は
、

寛
保
3
年（
1
7
4
3
）、
九
十

九
里
粟
生
村
の
飯
高
十
郎
右

衛
門
他
4
名
か
ら
寄
進
さ
れ

た
も
の
で
す
。
�

　
上
総
十
か
寺
の
一
つ
で
、
10
余

り
の
末
寺
を
も
つ
大
き
な
寺
で
す
。

創
建
年
代
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す

が
、
北
条
長
時
が
建
長
年
間（
1
2
4
9

〜
5
5
）に
真
言
宗
の
一
寺
を
創
立

し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、

の
ち
に
顕
本
法
華
宗
に
改
宗
し
て

い
ま
す
。
境
内
に
あ
る
鐘
楼（
市
指

定
有
形
文
化
財
）は
亨
保
2
年（
1
7
1
7
）

の
建
立
。
入
母
屋
造
り
、
袴
腰
つ

き
の
鐘
楼
は
、
県
内
で
も
貴
重
な

建
築
物
で
す
。
ま
た
、
本
堂
右
前

の
榧（
市
指
定
天
然
記
念
物
）は
高

さ
約
20
メ
ー
ト
ル
で
、
樹
齢
は
約

3
0
0
年
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
�
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道
庭
村
と
田
間
村
な
ど
十
か
村

と
の
間
に
起
っ
た
水
争
い
に
つ
い

て
、
貞
亨
4
年（
1
6
8
7
）に
勘

定
奉
行
が
下
し
た
裁
決
書
で
す
。

置
上
堰
で
の
水
の
採
取
方
法
や
量

に
つ
い
て
の
細
か
い
指
示
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
�

「
て
ん
の
う
さ
ま
」と
親
し
ま
れ
る
八
坂
神
社
�

妙
宣
寺
の
大
絵
馬
一
枚（
市
指
定
有
形
文
化
財
）�

　
日
蓮
宗
に
属
す
る
妙
宣
寺

に
、
縦
1
2
1
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
・
横
1
6
5
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
も
の
大
き
な
絵
馬
が
あ

り
ま
す
。
絵
柄
は
平
忠
盛
が

油
法
師
を
捕
え
て
い
る
武
者

絵
で
す
。
�

　
妙
宣
寺
の
開
基
、
円
教
大
姉
は
護
良
親
王

の
息
女
華
蔵
姫
と
い
わ
れ
、
寺
の
付
近
に
は

姫
島
と
い
う
地
名
や
、
姫
塚
と
い
う
塚
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
円
教
大
姉
は
、
こ
こ

で
亡
き
父
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
さ
れ
、
以
後

10
世
ま
で
尼
寺
で
し
た
。
こ
の
妙
宣
寺
に
、

武
者
絵
の
大
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
た
由
来
も
、

そ
の
作
者
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
筆
使
い
や
絵
具
が
素
晴
ら
し
く
、
専
門

家
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
�

　
本
松
寺
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。
小
野
派
一
刀
流
を
開
い

た
剣
の
達
人
・
小
野
忠
明
は
、
将
軍
徳
川
秀
忠
か
ら
松
之

郷
に
領
地
を
賜
り
、
た
び
た
び
こ
の
地
で
稽
古
を
行
い
ま

し
た
。
四
代
忠
一
も
、
人
格
・
剣
技
と
も
に
優
れ
た
人
物

で
、
厳
し
い
稽
古
で
折
れ
た
木
刀
が
山
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
埋
め

た
の
が「
木
刀
塚
」で

す
。
忠
一
の
十
七
回

忌
の
宝
暦
4
年（
1
7
5
4
）、

そ
の
上
に
木
刀
塚
碑

を
建
て
、
亡
き
師
を

し
の
ぶ
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。
�

　
取
子
の
風
習
と
は
、
体
の
弱
い
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と

き
に
、
親
が
一
旦
そ
の
子
を
捨
て
て
菩
提
寺
の
住
職
な
ど

に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
住
職
か
ら
親
に
返
さ
れ
た
時
に

そ
の
子
と
あ
ら
た
め
て
親
子
の
契
り
を
結
ぶ
と
い
う
も
の

で
、
元
禄
以
降
の
民
間
信
仰
で
す
。北
高
福
寺
の
取
子
塚
は
、

天
明
3
年(

1
7
8
3)

、

住
職
日
納
上
人
の

菩
提
を
供
養
す
る

た
め
、
成
人
し
た

取
子
た
ち
が
建
て

た
供
養
碑
で
す
。�

　
願
成
就
寺
は
、
北
条
久
時
が
弘
安
3
年（
1
2
8
0
）に

建
て
た
枝
垂
桜
で
有
名
な
寺
で
す
。
こ
こ
に
あ
る
三
基
の

五
輪
塔
は
、
久
我
城
主
北
条
長
時
・
久
時
・
守
時
の「
三
介
の

墓
」と
い
わ
れ
、
室
町

時
代
頃
の
作
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
願
成
就
寺
は

最
初
は
禅
宗
で
、
そ
の

後
、
顕
本
法
華
宗
と
な

り
、こ
の
と
き
五
輪
塔

は
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
40
年（
1
9
0
7
）頃
、

近
く
の
若
宮
八
幡
神
社

近
く
の
畑
か
ら
発
見
さ

れ
、
現
在
の
場
所
に
移

さ
れ
た
も
の
で
す
。
�
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